
審 査 の 結 果 の 要 旨

氏 名 月 原 弘 之

心臓再手術は初回 手術に比 べ m o rt alit y ､
m o r bi dit y と もに高く ､

そ の 主原 因は 心膜 の胸

骨後面 ､
ある い は心 膜腔 内 で の 癒着で ある とされ て い る ｡ 本研究にお い て

､
生分解性材 料

と して コ ラ
ー ゲ ン

､ お よび ヒ ア ル ロ ン酸 を用 い て
､

心 臓術後合併症 の 軽減と心臓再手術 の

安全性 の 向上 を目指 し コ ラ ー ゲン シ
ー

トを開発す る｡ そ の癒着 防止 効果と心 膜再生能 に つ

い て 検討 を加 え
､ 下記 の 結果を得 て い る

o

1 . 天然高分子 で ある コ ラ
ー ゲン と ヒ ア ル ロ ン酸 を用 い て 3 層型 の 吸収性 シ

ー

トを作製 し､

そ の 癒着防止 効果お よび 自己心膜再生誘導能 に つ い て 検討 した
o

ピ ー グル 犬 に て 心膜欠

損モ デ ル を作製､
e P T F E シ ー

ト補填群 と心膜欠損群を対象と して 3 層型 コ ラ
ー ゲン シ

ー

ト の癒着防止 効果を比 較 した ｡ ま た ､
コ ラ

ー ゲ ン シ ー

トに よ っ て 得 られた再生膜 の組織

学的 ､ 走査電子 顕微鏡に よる検討 を行 っ た o
コ ラ

ー ゲ ン シ ー

トを補填 した全 て の 例 にお

い て 心膜類似組織 の再生が 見られた｡ 心臓 と の 癒着は 心膜欠損放置群に比 して有意に軽

度で あり ､ 冠動脈 の視認性 にお い て も､ 心膜欠損二放置群 ､ e P T F E シ ー

トに 比 して 良好に

保たれ た
o

コ ラ
ー ゲ ン量 に関 し て は

､ 材料 の 多い 群で は癒着防止効果が 高 い傾向に あ っ

た
｡

生体吸収性 コ ラ
ー ゲン シ ー

トを用 い た心膜再建 は ､ 癒着が軽度で あり ､ 術後中期か

ら遠 隔期には 吸収され異物 と して残存 しない こ と に より ､ 有用な方法と考 え られた ｡

2 . 3 層型 コ ラ
ー ゲン シ ー

トは 良好な成績を収め たが ､

.
薄く した場合 ､ 操作性 には優れ るが ､

癒着防止 効果 ､ 心 膜再生能が劣る傾向に あ っ た
｡ 癒着防止 層は 心膜腔 内に存在す る の み

で 効果を発揮す る と考え
､ 新た に セ パ レ ー

ト型 コ ラ
ー

ゲン シ
ー

トを作製し
､ そ の 心 膜再



生能及び癒着防止 効果を ピ ー グル 犬JL ､ 膜欠損 モ デ ル に て 検討 した ｡ また
､ 再生心膜 の 力

学的特徴を検討す る目的 で
､ 再 生膜 ､ 自己心 膜お よび 自己血 管組織 に対 して力学試験 を

行 っ た
｡

セ パ レ ー

ト型 コ ラ
ー ゲン シ ー

トを用 い た群で は
､

e P T F E シ ー

トを用 い た群 と比

して 心外膜と の 癒着は有意に軽度で あ っ た, 冠動脈 の 視認性 もほぼ良好 に保たれた
o 同

量材料 で 作製された 3 層型 シ
ー

トと比較 して
､

セ パ レ ー

ト型 シ ー

トでは
､ 分割に より優

れ た癒着 防止 能が得 られ た
D

生体吸収性で あるた め異物 で ある人 工材料 の 問題点で ある

感 染 の 合併 を低減す る こ とが 可能 で ある｡ 力学的検討に より ､ 再生膜 の 破断強度は 自己

心 膜と 同等 で あ っ たo 再生膜 の厚 み を増す こ と に より自己 心膜 同等の 強度を期待で き る

ため
､

パ ッ チ な ど の生体材料と して の付加価値 の 可能性 が示 唆された
0

以 上
､ 本研究にお い て

､ 組織適合性に優れた生分解性高分子 で ある コ ラ
ー ゲン と ヒ ア ル

ロ ン酸 を材料 と し て ､ 新し い 代用 心膜と し て の コ ラ
ー ゲ ン シ ー トが作製された

｡
そ の 癒着

防止効果お よび自 己心膜再生能に より
､

心臓術後の 合併症 の 軽減と心臓再手術時 の 安全性

の 向上 に貢献す る と考えられ ､ 学位 の授与 に値す るも の と考 えられ る｡
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